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近
代
日
本
研
究
第
四
十
一
巻
（
二
〇
二
四
年
度
）

資
料
紹
介福

沢
諭
吉
・
小
幡
篤
次
郎
関
係
新
資
料
紹
介

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

Ⅰ

福
沢
諭
吉
書
簡

『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』（
岩
波
書
店

平
成
十
三
年
〜
十
五
年

以
下
『
書
簡
集
』
と
略
す
）
未
掲
載
で
、『
近
代
日
本
研
究
』

第
四
十
巻
刊
行
以
降
見
出
さ
れ
た
書
簡
を
載
録
す
る
。
掲
載
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て
『
書
簡
集
』
の
形
式
に

従
っ
た
。
詳
し
く
は
『
書
簡
集
』
第
一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
書
簡
番
号
は
『
書
簡
集
』
か
ら
『
近
代
日
本

研
究
』
第
四
十
巻
ま
で
通
番
で
付
さ
れ
た
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。
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凡
例

一
、
常
用
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
、
原
文
の
字

体
を
残
し
た
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
か

た
仮
名
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
書
簡
に
お
い
て
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
は
」「
て
」「
え
」
は
、
原

文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄
せ
で
「

」「

」「

」
の
よ
う
に
印
刷
し
た
。
原
文
が
確
認
で
き
な
い
場
合
も
、
漢
字

の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
「
者
」「
而
」「
江
」
が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。

五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
ゟ
（
よ
り
）、
〆
（
し
め
）
は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い

は
ト
キ
、

は
ト
モ
、

ヿ
は
コ
ト
と
表
記
し
た
。

七
、
句
読
点
は
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
補
っ
た
。

八
、
執
筆
年
月
日
や
発
信
年
月
日
な
ど
を
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、「
カ
」
を
付
し
た
。

九
、
脱
落
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、〔

〕
を
付
し
て
補
っ
た
。﹇
マ
マ
﹈
は
原
文
の
ま
ま
を
示
す
。

十
、
書
簡
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。
ま
た
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解

に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
っ
た
。

十
一
、
特
に
所
蔵
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
で
あ
る
。
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二
六
五
五

関
藤
成
緒

明
治
十
一
年
二
月
五
日

其
後
ハ
久

不
得
拝
顔
、
益
御
清
安
被
成
御
起
居
奉
拝
賀
候
。
陳
ハ
昨
年
中
東
京
府
学
務
課
之
事
ニ
付
云
々
御
話
有
之
、
其
節
ハ

丁
度
多
用
差
支
、
罷
出
候
事
も
出
来
不
申
、
于
今
関
心
爾
後
学
務
之
模
様
ハ
如
何
哉
相
伺
度
、
頃
日
承
候
得

文
部
省
ニ

も
学

制
改
革
ニ
着
手
之
よ
し
、
就

府
下
小
学
之
景
況
も
随

進
退
可
有
之
、
方
今
小
学
教
則
之
事
ニ
付

世
論
甚
た
喧
し
く
、

既
ニ
小
生
之
旧
知
人
中
村
栗
園
ゟ
も
尺
牘
到
来
、
往
復
之
文
書
ハ
弊
塾
出
版
之
新
聞
紙
ニ
掲
候
。
御
一
覧
被
下
度
、
学
制
変
革
ニ

付

も
府
下
ハ
天
下
之
中
心
、
他
府
県
之
法
と
る
所
と
可
相
成
ハ
必
然
之
義
幾
重
ニ
も
御
注
意
相
成
度
、
私
之
為
の
ミ
ニ
あ
ら

ず
、
御
同
前
学
者
之
職
分
な
り
。
当
塾
ニ

も
旧
冬
劣
姪
中
上
川
彦
次
郎
義
、
小
幡
氏
ト
同
伴
英
よ
り
帰
国
、
小
生
も
為
ニ
力
を

得
て
、
塾
之
仕
組
幷
ニ
新
聞
紙
発
兌
之
事
ニ
付
少
し
ツ
ヽ
手
を
出
し
候
積
ニ
付

、
府
下
学
校
之
景
況
ニ
付

も
其
詳
を
承
り

度
、
尚
御
相
談
之
事
も
候
ハ
ヽ
承
知
仕
度
、
何
卒
大
な
る
過
無
之
様
公
私
之
為
ニ
所
祈
候
。
小
生
事
従
来
多
事
客
を
も
謝
絶
い
た

﹇
マ
マ
﹈

し
居
候
処
、
先
条
彦
次
郎
幷
ニ
小
幡
帰
国
ニ
付

少
し
之
余
暇
も
出
来
候
ニ
付
二
、
七
、
五
十
之
日
午
後
二
時
ゟ
来
客
ニ
面
会

い
た
し
候
様
時
を
作
り
候
間
、
若
し
御
閑
暇
も
御
座
候
ハ
ヽ
御
来
訪
相
願
度
、
今
日
学
務
之
事
を
等
閑
ニ
致
候
ハ
ヽ
、
後
来
之
弊

害
甚
恐
る
べ
し
。
何
卒
御
相
談
致
度
事
ニ
御
座
候
。
右
要
用
申
上
度
、
早
々
頓
首
。

二
月
五
日

福
沢
諭
吉

関
藤
成
緒
様

几
下

尚
以
別
紙
新
聞
紙
ハ
一
昨
三
日
之
発
兌
、
栗
園
先
生
ヘ
小
生
ゟ
之
返
書
ハ
明
六
日
発
兌
之
積
リ
、
尚
又
明
日
一
紙
さ
し
上
可

福沢諭吉・小幡篤次郎関係新資料紹介

337



申
、
随
分
方
今
之
大
疑
問
ニ
御
座
候
。
御
熟
覧
奉
願
候
。
以
上
。

【
文
部
省
に
よ
る
学
制
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
今
日
の
学
務
が
等
閑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
心
配
し
、
関
藤
へ
近
い
う
ち
に
直
接
会
っ

て
相
談
し
た
い
と
伝
え
る
】

〇
関
藤
成
緒
は
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
、
広
島
生
ま
れ
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
二
月
頼
山
陽
の
弟
子
関
藤
成
章
（
藤
陰
）
の
娘
と
結
婚
し

た
が
、
四
月
に
成
章
の
嫡
男
成
元
が
死
去
し
た
こ
と
で
関
藤
家
を
継
ぐ
。
明
治
二
年
八
月
慶
應
義
塾
に
入
学
（「
入
社
帳
」
で
は
大
友
平
五
郎
名

義
）。
明
治
四
年
の
卒
業
後
、
文
部
省
入
省
。
明
治
七
年
に
い
っ
た
ん
辞
職
す
る
も
、
明
治
十
三
年
に
は
再
び
出
仕
。
明
治
十
六
年
以
降
、
秋
田

県
師
範
学
校
校
長
等
を
歴
任
。
明
治
三
十
九
年
死
去
。
こ
の
頃
の
関
藤
は
東
京
府
御
用
掛
（
学
務
課
担
当
）。
〇
「
学
制
改
革
」
と
は
明
治
五
年

八
月
に
制
定
さ
れ
た
学
制
が
欧
米
の
教
育
制
度
を
模
範
に
全
国
画
一
的
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
多
く
の
問
題
が
生
じ
、
と
く
に
地
方
の
事
情
が
考

慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
部
省
で
は
明
治
十
年
に
文
部
大
輔
田
中
不
二
麻
呂
を
中
心
と
し
て
設
置
さ
れ
た
委
員
が
学
制
の
改
正
に
着

手
。
明
治
十
二
年
九
月
、
教
育
令
が
公
布
さ
れ
た
。
〇
「
小
学
教
則
」
と
は
、
明
治
五
年
九
月
に
学
制
に
基
づ
き
小
学
校
の
教
育
課
程
を
定
め
た

も
の
。
各
級
ご
と
に
、
各
教
科
の
標
準
的
な
教
科
書
や
授
業
内
容
を
示
す
。
〇
中
村
栗
園
は
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
中
津
生
ま
れ
。
近
江
水
口

藩
校
翼
輪
堂
で
儒
学
等
を
教
え
た
。
明
治
二
年
同
藩
大
参
事
。
明
治
十
四
年
死
去
。
〇
中
上
川
彦
次
郎
は
『
書
簡
集
』
第
二
巻
ひ
と
18
。
〇
「
小

幡
氏
」
は
小
幡
篤
次
郎
。『
書
簡
集
』
第
一
巻
ひ
と
4
。
〇
発
信
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書
面
中
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
た
中
上
川
彦

次
郎
が
小
幡
篤
次
郎
と
「
旧
冬
」（
明
治
十
年
十
月
）
に
帰
国
し
た
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
十
一
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

〇
松
下
た
え
子
氏
寄
贈
。

二
六
五
六

簗
雅
路

年
未
詳
四
月
十
四
日

春
暖
之
好
時
節
益
御
清
安
奉
拝
賀
候
。
陳
ハ
こ
の
品
ハ
紀
州
産
小
魚
之
酢
漬
と
て
到
来
之
処
、
私
ハ
歯
性
あ
し
く
致
方
無
之
、
誠

ニ
失
敬
至
極
候
得
共
、
試
ニ
さ
し
出
候
。
御
試
用
之
上
御
口
ニ
適
せ
さ
る
も
の
な
ら
バ
、
御
取
捨
奉
願
候
。
右
申
上
度
、
早

如
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此
御
座
候
。
頓
首
。

四
月
十
四
日

諭

吉

簗
様

【
紀
州
産
の
小
魚
の
酢
漬
け
を
贈
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
簗
雅
路
様

福
沢
諭
吉

小
樽
一
添

〇
簗
雅
路
は
旧
中
津
藩
士
で
、
分
限
帳
に
は
「
石
百
五
十
石

外
ニ
五
人
扶
持
」
と
あ
る
。
明
治
以
後
、
少
な
く
と
も
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年

に
は
旧
藩
主
奥
平
家
の
家
扶
を
務
め
、
家
産
の
運
用
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
明
治
十
七
年
奥
平
昌
邁
の
看
病
中
肺
炎
で
歿
す
。
〇
発
信
年
は
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
上
京
し
た
明
治
五
年
以
降
の
も
の
。
〇
廣
澤
邦
則
氏
寄
贈
。

二
六
五
七

松
山
棟
庵

年
未
詳
六
月
二
十
日

口
上

昨
日
ハ
御
来
診
被
下
難
有
奉
存
候
。
病
人
事
、
以
御
蔭
消
軽
快
を
覚
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、
不
思
議
な
る
ハ
彼
ノ
数
回
之
下
剤
、

今
ニ
至
る
ま
で
寸
効
を
見
ず
、
之
が
為
め
か
毫
も
食
慾
な
く
し
て
頭
痛
も
亦
直
ら
ず
。
何
卒
御
一
参
奉
願
候
。
拝
具
。

六
月
二
十
日

諭

吉

松
山
様

【
来
診
の
依
頼
】

〇
松
山
棟
庵
は
『
書
簡
集
』
第
一
巻
ひ
と
19
。
〇
「
病
人
」
が
誰
を
さ
す
か
は
不
明
。

福沢諭吉・小幡篤次郎関係新資料紹介
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次
に
掲
げ
る
書
簡
は
、『
書
簡
集
』
編
集
時
に
は
、
原
本
の
所
在
が
わ
か
ら
ず
校
訂
が
で
き
な
か
っ
た
。
や
む
な
く

『
福
沢
諭
吉
全
集
』
再
版
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
〜
七
一
年
）
か
ら
採
録
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
本
が
判
明
し
、

校
訂
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
注
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
『
書
簡
集
』
の
該
当
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
六
〇
八

印
東
玄
得

明
治
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日

過
日
来
も
毎

御
来
診
被
成
下
難
有
奉
存
候
。
御
蔭
を
以
て
病
人
も
次
第
ニ
快
方
ニ
赴
き
、
尿
通
之
節
、
痛
を
感
す
る
こ
と
甚
タ

軽
く
、
排
尿
之
最
終
ニ
一
寸
痛
む
や
う
な
心
も
ち
い
た
す
と
申
位
ニ

、
其
間
ハ
僅
ニ
一
分
間
ニ
過
き
ず
。
又
尿
口
之
腫
れ
も
減

し
て
殆
ん
と
常
の
如
し
と
申
し
、
尿
性
ハ
試
撿
紙
の
青
き
方
を
入
れ
て
直
ニ
紅
変
し
、
其
色
ハ
大
抵
赤
紙
之
色
ニ
等
し
く
し
て
少

し
く
薄
し
と
申
位
ニ
御
座
候
。

右
之
次
第
に
て
あ
り
な
が
ら
、
当
人
之
臆
病
か
、
又
ハ
真
実
身
体
の
衰
弱
し
た
る
か
、
又
ハ
痛
所
あ
る
か
、
何
分
ニ
も
起
立
ち
不

申
、
矢
張
り
床
之
上
ニ
在
る
こ
と
旧
の
如
し
。

就

奉
伺
度
ハ
、
始
終
腰
湯
を
好
み
、
腰
湯
を
す
れ
バ
甚
タ
快
し
と
申
事
ゆ
ゑ
、
今
日
之
処
ニ

投
薬
等
を
廃
し
て
差
支
な
き
こ

と
な
ら
バ
、
湯
本
な
ど
の
温
泉
ニ
連
れ
出
し
候

如
何
ニ
可
有
之
哉
。
尿
道
之
患
さ
へ
な
け
れ
バ
気
分
ハ
必
す
宜
敷
可
相
成
。

実
ハ
病
人
の
み
な
ら
ず
看
護
人
た
る
両
親
も
其
序
ニ
暫
く
養
生
も
致
度
、
旁
御
考
案
奉
伺
候
義
ニ
御
座
候
。
決
し
て
無
理
を
犯
し

て
参
り
た
し
と
申
ニ

あ
ら
ず
、
病
勢
之
許
す
処
ニ
従
ひ
、
進
退
致
候
義
ニ
付
、
可
否
共
無
御
伏
臓
被
仰
聞
被
下
候
様
奉
願
候
。

右
伺
用
ま
で
申
上
度
、
艸

如
此
御
座
候
。
頓
首
。

四
月
廿
七
日

諭

吉
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印
東
様

【『
書
簡
集
』
第
七
巻
六
三
〜
六
四
頁
】

（
岡
部
敏
和
）

Ⅱ

小
幡
篤
次
郎
書
簡

慶
應
義
塾
と
一
般
社
団
法
人
福
沢
諭
吉
協
会
で
刊
行
を
進
め
て
い
る
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
の
第
五
巻
が
、
二
〇
二
四
年
十

一
月
二
十
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
同
巻
に
は
著
作
の
ほ
か
、
百
六
十
二
通
の
小
幡
篤
次
郎
差
出
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
、
こ
れ
ま
で
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
有
志
で
行
っ
て
い
る
古
文
書
勉
強
会
の
成
果
と
し
て
『
近
代
日
本
研
究
』
で
報
告
し

た
書
簡
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
本
年
度
同
会
で
解
読
し
た
資
料
の
う
ち
、
日
原
昌
造
宛
小
幡
篤
次
郎
書
簡
三
通
を
紹
介
す
る
。
す
で
に
『
小
幡
篤
次

郎
著
作
集
』
第
五
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
注
は
簡
略
化
し
た
。
詳
し
く
は
同
巻
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
誌
で
の
翻
刻
の
基
準
は
既
刊
同
様
左
記
の
凡
例
に
基
づ
き
、『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
と
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

凡
例

一
、
常
用
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
、
原
文
の
字

体
を
残
し
た
。
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二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
か

た
仮
名
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
書
簡
に
お
い
て
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
は
」「
て
」「
え
」
は
、
原

文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄
せ
で
「

」「

」「

」
の
よ
う
に
印
刷
し
た
。

五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
ゟ
（
よ
り
）、
〆
（
し
め
）
は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い

は
ト
キ
、

は
ト
モ
、

ヿ
は
コ
ト
と
表
記
し
た
。

七
、
句
読
点
は
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
補
っ
た
。

八
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。
ま
た
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解
に
必
要
と
判
断
さ
れ

る
部
分
の
み
に
限
っ
た
。

九
、﹇

﹈
は
欠
損
を
示
す
。

十
、
掲
載
す
る
書
簡
は
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
で
あ
る
。

一

日
原
昌
造

明
治
三
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日

拝
啓

益
御
清
祥
奉
賀
候
。
陳

、
種

御
多
事
中
と
ハ
奉
存
候
得
共
、
福
沢
先
生
、
頃
日
来
慶
應
義
塾
募
集
金
も
充
実
之
望
な

く
、
さ
す
れ
ハ
無
乃
地
面
抵
当
ニ
て
借
財
な
き
前
ニ
学
校
を
廃
シ
、
地
面
を
売
て
其
利
足
ニ
て
何
そ
著
述
者
を
助
く
る
と
か
、
又
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ハ
他
の
世
益
ニ
用
ひ
度
と
の
発
言
あ
り
。
此
義
ニ
就
き
誠
ニ
困
難
之
事
情
あ
り
て
、
苦
心
中
ニ
罷
在
り
候
。
当
時
塾
ニ
て
ハ
講
堂

新
築
ニ
取
か
ゝ
り
、
寄
宿
舎
ハ
頃
日
落
成
ニ
相
成
候
所
ニ
て
、
斯
く
如
き
発
言
甚
た
不
思
議
様
ニ
候
得
共
、
此
ニ
ハ
深
き
仔
細
あ

り
て
拝
面
な
ら
で
ハ
難
申
上
、
捨
次
郎
君
ヘ
ハ
今
日
廃
校
の
不
可
を
語
り
候
処
、
此
ハ
同
意
な
り
。
同
君
ニ
も
貴
下
ニ
御
上
京
ヲ

煩
し
、
先
生
へ
陳
説
す
る
の
必
要
を
語
ら
れ
候
次
第
、
先
日
鎌
田
と
も
談
合
、
塾
ゟ
御
旅
費
等
之
事
ハ
支
弁
可
仕
、
何
卒
御
上
京

奉
煩
度
と
、
鎌
田
も
小
生
へ
御
文
通
委
托
致
候
次
第
、
又
中
上
川
へ
も
内
密
相
談
致
候
所
、
是
も
先
生
之
発
言
ニ
ハ
当
惑
な
り
。

併
し
先
生
近
頃
中
上
川
ヲ
好
マ
ス
故
ニ
、
之
を
し
て
説
か
し
む
事
出
来
不
申
、
先
ツ
当
地
ニ
て
ハ
家
族
中
ニ
援
兵
を
求
候
と
貴
下

之
声
援
ナ
ラ
ハ
、
或
ハ
挽
回
之
事
出
来
可
申
歟
と
存
候
ニ
付
、
願
上
候
次
第
、
小
生
罷
出
委
曲
御
話
可
申
歟
と
も
存
候
得
共
、
一

応
御
模
様
相
伺
候
上
と
存
候
。
紙
中
内

申
上
候
。
右
可
得
貴
意
、
匆

拝
具
。

十
二
月
廿
三
日

小
幡
篤
次
郎

日
原
昌
造
様

併
シ
、
早
急
一
日
ヲ
争
フ
ト
申
ス
訳
ニ
ハ
無
之
、
捨
次
郎
君
へ
も
時
機
不
可
ノ
コ
ト
先
生
へ
申
上
候
様
申
置
候
。
且
先
生
も
直

ニ
ト
ハ
考
ヘ
ス
ト
被
申
候
。
此
段
ハ
為
念
申
上
候
。

【
福
沢
諭
吉
の
廃
校
発
言
に
関
し
て
相
談
し
た
い
旨
を
伝
え
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
長
﹇

﹈
日
原
昌
造
様

親
展

﹇
封
筒
裏
﹈
封

東
京
市
芝
区
三
田
二
ノ
二

小
幡
篤
次
郎

〇
封
筒
裏
に
は
二
箇
所
「
小
幡
」
の
角
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
〇
日
原
昌
造
（
嘉
永
六
年
〜
明
治
三
十
七
年
）
は
実
業
家
。
長
門
国
豊
浦
郡
長

府
（
現
山
口
県
下
関
市
）
に
生
ま
れ
る
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
慶
應
義
塾
で
教
鞭
を
執
る
。
他
校
の
教
員
を
経
て
、
十
三
年
横
浜
正
金
銀
行

に
入
り
、
ロ
ン
ド
ン
出
張
所
支
配
人
。
在
任
中
は
『
時
事
新
報
』
に
「
倫
敦
通
信
」
を
寄
せ
た
。
そ
の
後
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

等
に
勤
務
し
た
が
、
病
を
得
て
帰
国
。
そ
の
後
も
多
く
の
論
説
を
『
時
事
新
報
』
に
寄
稿
し
た
。
〇
「
慶
應
義
塾
募
集
金
」
は
明
治
三
十
年
の
学
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制
改
革
時
に
導
入
さ
れ
た
寄
附
金
制
度
、
慶
應
義
塾
基
本
金
。
〇
「
捨
次
郎
君
」
は
福
沢
捨
次
郎
（
慶
応
元
年
〜
大
正
十
五
年
）。
福
沢
諭
吉
次

男
。
こ
の
時
は
時
事
新
報
社
長
。
〇
「
鎌
田
」
は
鎌
田
栄
吉
（
安
政
四
年
〜
昭
和
九
年
）。
和
歌
山
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
七
年
四
月

慶
應
義
塾
に
入
学
。
慶
應
義
塾
ほ
か
で
教
鞭
を
執
る
。
二
十
七
年
よ
り
衆
議
院
議
員
。
三
十
一
年
よ
り
慶
應
義
塾
長
就
任
（
大
正
十
一
年
の
文
部

大
臣
就
任
ま
で
）。
〇
「
中
上
川
」
は
中
上
川
彦
次
郎
、
福
沢
諭
吉
の
甥
。
〇
発
信
年
は
慶
應
義
塾
内
の
状
況
と
封
筒
の
日
付
印
に
よ
る
。

二

日
原
昌
造

明
治
三
十
五
年
十
月
二
十
四
日

爾
来
御
無
音
申
上
候
。
時
下
秋
晴
益
御
清
祥
奉
大
賀
候
。
陳
ハ
、
御
滞
留
中
種

御
配
慮
之
為
メ
義
塾
内
閣
も
整
理
、
追

事
務

之
運
行
も
謀
り
候
考
之
処
、
種

之
混
雑
続
発
、
随

制
す
れ
ハ
随

起
り
、
終
ニ
大
学
生
徒
檄
文
を
評
議
員
へ
送
り
、
門
野
、

◯

◯

◯

北
川
排
斥
之
事
を
申
出
候
始
末
、
甚
苦

敷
次
第
ニ
御
坐
候
。
御
決
別
以
来
続
発
之
混
雑
を
制
す
事
ニ
、
鎌
田
君
殆
ト
傍
観
者
な

る
が
如
し
。
此
即
ち
続
発
之
近
因
ニ
有
之
候
。
其
遠
因
ハ
別
ニ
在
之
、
御
推
察
も
可
有
之
候
。
其
故
公
私
塾
問
題
も
一
決
せ
ざ
れ

ハ
、
事
之
決
了
ニ
至
り
間
敷
哉
と
相
考
候
迄
ニ
立
至
り
、
評
議
員
も
大
ニ
考
慮
致
呉
候
事
な
れ
共
、
目
下
之
形
勢
大
破
烈
ハ
不
可

免
。
小
生
ハ
鎌
田
君
之
優
柔
不
断
斯
迄
之
人
と
ハ
存
知
不
申
候

、
七
月
以
来
之
御
相
談
相
願
候
処
、
実
ニ
驚
入
候
。
其
奥
ニ
捨

次
郎
君
之
権
勢
伏
在
し
何
と
も
致
方
な
く
、
遂
ニ
教
員
之
反
抗
、
属
僚
之
跋
扈
、
生
徒
之
飛
檄
続
発
、
今
日
之
処
御
相
談
結
果
を

空
亡
ニ
至
ら
し
め
候
。
度

之
御
出
京
を
願
上
候
も
誠
ニ
申
上
兼
候
得
共
、
御
上
京
被
下
候
ヘ
ハ
、
福
沢
家
と
の
間
も
円
滑
之
運

出
来
可
申
懇
願
申
上
候
。
若
又
御
家
事
上
御
都
合
御
六
ヶ
敷
候
ハ
ヽ
、
神
戸
迄
御
出
浮
被
下
度
、
さ
す
れ
ハ
小
生
神
戸
へ
罷
出
、

牛
場
君
と
打
寄
御
相
談
可
申
、
乍
御
手
数
電
報
ニ
て
御
答
奉
待
候
。

十
月
廿
四
日

小
幡
篤
次
郎

日
原
昌
造
様

344



【
教
員
の
抵
抗
、
属
僚
の
跋
扈
、
生
徒
の
飛
檄
続
発
な
ど
慶
應
義
塾
で
起
こ
っ
て
い
る
事
態
の
収
拾
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
旨
を
伝
え
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
山
口
県
長
門
国
豊
浦
郡
豊
浦

日
原
昌
造
様

親
展

﹇
封
筒
裏
﹈
封

東
京
芝
区
三
田
二
丁
目

小
幡
篤
次
郎

〇
日
原
昌
造
は
前
掲
書
簡
。
〇
「
大
学
生
徒
檄
文
」
は
、
塾
長
、
教
頭
、
塾
監
の
職
掌
が
明
確
で
な
く
指
導
に
統
一
を
欠
く
「
三
頭
政
治
」
で
あ

る
と
批
判
し
た
も
の
。
〇
「
門
野
」
は
門
野
幾
之
進
（
安
政
三
年
〜
昭
和
十
三
年
）、
実
業
家
、
慶
應
義
塾
副
社
頭
。
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）

年
に
千
代
田
生
命
保
険
相
互
会
社
を
設
立
。
貴
族
院
議
員
。
〇
「
北
川
」
は
北
川
礼
弼
（
万
延
二
年
〜
昭
和
五
年
）、『
時
事
新
報
』
記
者
、
実
業

家
。
福
井
県
敦
賀
市
に
生
ま
れ
、
明
治
十
二
年
二
月
慶
應
義
塾
入
学
、
二
十
七
年
『
時
事
新
報
』
記
者
と
な
る
。
福
沢
諭
吉
歿
後
に
退
社
。
〇

「
鎌
田
君
」
は
鎌
田
栄
吉
、
前
掲
書
簡
。
〇
「
捨
次
郎
君
」
は
福
沢
捨
次
郎
、
前
掲
書
簡
。
〇
「
牛
場
君
」
は
牛
場
卓
蔵
（
嘉
永
三
年
〜
大
正
十

一
年
）、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
実
業
家
。
伊
勢
国
安
濃
郡
渋
見
村
（
現
三
重
県
津
市
）
出
身
。
明
治
五
年
六
月
慶
應
義
塾
に
入
学
。
十
五
年
よ
り

『
時
事
新
報
』
記
者
。
山
陽
鉄
道
会
社
取
締
役
会
長
。
衆
議
院
議
員
。
〇
発
信
年
は
、「
義
塾
内
閣
」
云
々
の
内
容
と
封
筒
の
日
付
印
に
よ
る
。

三

日
原
昌
造

年
未
詳
四
月
二
十
日

時
下
春
喧
御
全
家
益
御
静
寧
奉
敬
賀
候
。
陳

、
小
生
義
去
ル
十
八
日
帰
郷
、
来
ル
廿
五
日
頃
出
発
之
考
ニ
罷
在
候
。
門
司
へ
参

り
候
節
、
一
寸
相
伺
度
ハ
存
居
候
得
共
、
大
坂
ニ
廿
七
日
迄
ニ
着
候
て
同
窓
会
ニ
参
会
之
都
合
、
或
ハ
不
得
拝
趨
之
幸
候
事
ニ
可

至
哉
ニ
被
存
、
若
し
門
司
ニ
て
得
拝
眉
候
ヘ
ハ
、
此
地
出
発
之
時
日
確
定
之
時
、
電
信
ニ
て
可
申
上
候
。
東
京
ニ
て
御
相
談
致
候

維
持
講
も
、
千
口
計
り
ハ
何
之
労
も
な
く
申
込
有
之
、
北
川
氏
も
喜
居
候
が
、
此
上
何
様
之
運
ひ
ニ
可
相
成
哉
、
目
下
大
坂
銀
行

大
恐
慌
之
趣
、
何
辺
迄
ニ
て
鎮
定
候
哉
、
御
同
憂
ニ
奉
存
候
。
右
申
上
度
、
匆

頓
首
。

四
月
廿
日

小
幡
篤
次
郎

日
原
昌
造
様
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【
門
司
で
会
い
た
い
旨
を
伝
え
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
長
門
国
豊
浦
郡
長
府

日
原
昌
造
様

親
展

﹇
封
筒
裏
﹈
封

豊
前
国
中
津
町
三
ノ
丁

小
幡
篤
次
郎

奥
平
別
邸

〇
日
原
昌
造
は
前
掲
書
簡
。
〇
「
北
川
氏
」
は
北
川
礼
弼
、
前
掲
書
簡
。
〇
「
大
坂
銀
行
大
恐
慌
」
は
、
明
治
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
の
金
本
位

制
へ
の
移
行
に
伴
い
大
阪
が
受
け
た
打
撃
を
指
す
か
。
〇
封
筒
の
日
付
印
は
判
読
で
き
な
い
。

＊
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
有
志
で
行
っ
て
い
る
古
文
書
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
（
五
十
音
順
）。

加
藤
学
陽

姜
兌
允

具
知
會

渋
沢
彩
佳

白
石
大
輝

柄
越
祥
子

西
沢
直
子

松
岡
李
奈

宮
脇
麻
里

山
中
惇
敏

山
根
秋
乃

横
山
寛
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